






要約:妊娠週数をより正確に算出するために経膣超音波断層法で測定した胎児頭殿長(CRL)

と胎嚢 (GS)の出現時期、単脳胞の出現消失時期等を参考にし、妊娠 13 週～17 週に著者

か全例に対し妊娠週数を再検討した。その結果、この方法を行わなかった 1994 年 1 月～6

月に分娩した例では 18.9%であった妊娠週数の補正例が、この方法を行なった 1995 年 1

月～6月の分娩例では 47.7%となった。予定日超過入院は 8.3%から 3.2%に、陣痛誘発・促

進例は 21.2%から 15.7%にそれぞれ減少した。


